















































































分析−，文部科学省科学技術政策研究所，NISTEP Report , No. 66, 2000年4月. なお,参考資料部分にある統計表
については,次の資料によって更新されている:科学技術指標平成12年版 統計集(2001年改訂版),文部科学省科学
技術政策研究所, NISTEP Report, No. 66,2001年5月.
[2] 科学技術指標検討チーム（小嶋典夫，小林信一，伊地知寛博，富澤宏之，池田秀明，中島志円，下田隆二，吉澤健
太郎，柿崎文彦，丹羽冨士雄），「科学技術研究調査」の見直しについて 〜科学技術研究調査研究会に対する科
学技術政策研究所の対応〜 ，文部科学省科学技術政策研究所，調査資料 - 79，2001年6月．
[3] 富澤宏之，海外最新動向：科学技術統計の整備をめぐる動向 −フラスカティ・マニュアル改訂を中心に −［前編］，文
部科学省科学技術政策研究所，政策研ニュース，第153号,pp. 12-13, 2001年7月,
http://www.nistep.go.jp/NISTEP_News/news153/news153.html#3．


























































































































8/15 呉明璋(Wu, Ming)：Specialist,Marketing & Communications KPMG TAIWAN 台湾
8/28 Dr. Andrew WYCKOFF：Head of Division, EAS/STI, OECD フランス
Dr. Dominique GUELLEC：Principal Administrator, 同上
当所所長表敬訪問後、研究員らが科学技術指標活動に関する日本の状況を説明。総務省の「科
学技術研究調査報告」に関する動向等、また、人的交流について意見交換を行った。（写真、左
から間宮所長、OECD科学技術産業局経済分析統計課長Wyckoff氏、Dominique Guellec氏）
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編集後記
2001年8月29日16:00にH-2Aロケットが打ち上げられました。過去２回の失敗、また、当初の予定日からの延期と、不安材料が多
かっただけに成功のニュースはうれしいものです。
技術予測の報告書の課題に「2019年 打ち上げロケットによる宇宙輸送費用が現在の1/10以下に低減される」というのがあり、H2ロ
ケットに比べて今回は費用が半額とのことで、予測時期に近づいているような気がします。今後ますます、低コスト化や技術開発が
進み、安全で、そして人々がより宇宙へと近づけるようになる日を夢見させてくれるニュースでした。 
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会（政策研ニュース担当：情報分析課）
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